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いみず野だより　２

平成29年産米概算金単価について
米生産者の皆様へ

平成29年産出荷契約米の概算金1
種　　類 銘　　柄 等級 概算金金額 （参考）28年産概算金

うるち米

コ シ ヒ カ リ １等 12,500円 12,000円
て ん た か く １等 11,200円 10,500円
て ん こ も り １等 11,200円 10,500円
そ の 他 １等 10,700円 10,000円

も ち 米
新 大 正 糯 １等 13,000円 13,000円
そ の 他 １等 12,200円 12,200円

（ＪＡ米、紙袋60㎏あたり、消費税込）

・バラ、フレコンは上記金額から▲172円となります。
・「ＪＡ米」の要件を満たさない「一般米」は、上記金額から▲300円となります。
・原則として、平成29年12月までに契約・販売状況を勘案のうえ、追加払いを実施する予定です。

種　　類 等　級 概算金金額 （参考）28年産概算金
う る ち 米  ・  も ち 米 １等 6,400円 6,000円

・バラ、フレコンは上記金額から▲172円となります。

平成29年産加工用米の概算金2 （紙袋60㎏あたり、消費税込）

※加工用米・備蓄米については、共同計算を実施するため当ＪＡにて調整した概算金単価を設定しております。

種　　類 等　級 概算金金額 （参考）28年産概算金
う　る　ち　米 １等 6,400円 6,000円

・バラ、フレコンは上記金額から▲172円となります。

平成29年産備蓄米の概算金3 （紙袋60㎏あたり、消費税込）

平成29年産出荷契約米等に係る流通経費の項目別単価上限見通し4

流通経費項目名 うるち米 酒　米 もち米 加工用米 備蓄米
流 通・ 保 管 等 に 係 る 経 費 1,302 1,072 1,560 1,220 920
事 故 処 理 費 用 10 10 10 10 10
手 数 料 720 720 720 550 720
生産･集荷･販売等に係る経費 138 35 155 0 0
需 給 調 整 経 費 22 0 0 0 0
全 国 監 査 委 員 会 費 用 2 2 2 1 1
そ の 他 40 0 0 0 0

合　　　　　　計 2,234 1,839 2,447 1,781 1,651

（単位：円/60㎏個、消費税込）

・うるち米のその他については、産地精米の品質向上に係る経費です。
・29年産米が１年間で販売できず、複数年にわたって販売せざるを得なくなった場合は、別途、対策経費が必要となる場合が
あります。

　平成29年産米穀出荷契約書の約定事項で、流通経費の項目別単価上限見通しについて明らかにすることとしており、
下表のとおりとなります。
　なお、需給環境の急激な変化等により、項目別上限単価を超えた場合は、その理由等の説明を行います。

平成29年産米の最終精算5
　平成29年産米の販売が終了した時点で、種類ごとに共同計算を行い、銘柄・等級別に概算金との差額を精算いた
します。
　なお、概算金の償還額に不足が生じた場合は、出荷契約にもとづき、返還を求めます。



３　いみず野だより

標記のことについて、下記のとおり精算させていただきましたのでご案内申し上げます。
平成28年産出荷契約米共同計算仮精算についてのご案内

平成29年度産 米初検査 全量一等米に !!

１．対象米穀：平成28年産出荷契約米

３．精算日：９月２６日㈫

種　　類 銘　　柄 等　級 仮精算単価（税込）

うるち米

コ シ ヒ カ リ
１　等 ９４８
２　等 １，３００
３　等 １，２２０

て ん た か く
て ん こ も り

１　等 １，１３８
２　等 １，４９０
３　等 １，４１０

そ の 他
１　等 １，０９８
２　等 １，４５０
３　等 １，３７０

も ち 米

新 大 正 糯
１　等 １，０００
２　等 ９５２
３　等 ８７２

そ の 他
１　等 ７２０
２　等 ６７２
３　等 ５９２

２．仮精算金単価 （単位：円/60㎏個）

　

８
月
12
日（
土
）、
毎
年

大
好
評
の
お
盆
用
切
花
の

即
売
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

お
盆
を
迎
え
る
準
備
と

し
て
、
射
水
市
産
（
地
産

地
消
の
取
り
組
み
）
の
小

菊
や
組
花
な
ど
の
切
花
を

毎
年
こ
の
時
期
に
販
売
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
も
小
杉
低
温
倉
庫

前
と
菜
っ
ち
ゃ
ん
新
湊
店
で
開
催
し
、
ど
ち
ら
も
開
始

前
か
ら
お
客
様
が
長
い
行
列
を
作
り
、
販
売
が
始
ま
る

の
を
楽
し
み
に
待
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
お
盆
前
と
い

う
こ
と
と
価
格
も
一
般
と
比
べ
て
安
い
こ
と
か
ら
、
腕

に
抱
え
き
れ
な
い
く
ら

い
の
花
の
束
を
購
入
さ

れ
る
お
客
様
が
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
生

産
者
は
品
質
向
上
に
努

め
、
約
３
，２
０
０
束

を
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
客
様
か
ら
は
「
新

鮮
で
立
派
な
花
ば
か

り
。
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
る
。」
と
好
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
も
大
盛
況
！

花
の
即
売
会
　

▲菜っちゃん新湊店

▲小杉低温倉庫

　平成 29年度産米の初検査が８月 30日に小杉ライスセン
ターで実施されました。
　検査を受けたのは８月 27日より刈り取りされた早生品種
「てんたかく」11,820㎏で、今年は、千粒重・光沢は平年並み、
充実度 ･粒形 ･ 粒揃いは平年よりやや良く、総合的な品質
は平年より良いとのことでした。
　麦跡ほ場の適正管理や草刈りの励行、基本防除の徹底に
より、病害虫による被害も少なく、検査の結果全量一等米
に格付けされ、早速中京方面へ出荷されました。
　今後は適期期間内の収穫や、丁寧な乾燥調製をし、更な
る品質向上に努めます。



第　1 7　回　　親　子　の　集　い

　８月４日㈮、射水市大江のＪＡいみず野小杉低温倉庫にて「第 17 回親子の集い ちゃぐりん大会」
が開催されました。
　このちゃぐりん大会はＪＡグループの子ども向け雑誌「ちゃぐりん（チャイルド ･ グリーン ･ アグ
リカルチャー）」を通じて、食料 ･ 農業 ･ 農村の大切さの理解を深めてもらうことを目的に毎年夏休み
に開催しており、今年も児童 ･ 保護者を合わせて約１００名とたくさんの参加がありました。
　午前中は「ちゃぐりん」の読み聞かせをして、農業や農協を題材にした○×クイズ、紙コップで作る「紙
コプター」の工作教室がありました。参加者はＪＡ女性部の先生に教わりながら、色を塗ったり、切っ
たりしてカラフルな紙コプターを作りました。出来上がると竹とんぼのように飛ばして楽しみました。
　昼食には、射水市産のコシヒカリ「米一番」を使った「おにぎらず」をみんなで作りました。
　午後からは、待望のニジマスの掴み取りに挑戦しました。特設プールに約200匹のニジマスが放たれ、
掴み取りが始まると子どもたちは一斉にプールに飛び込み、ニジマスを追いかけ、大物を手づかみし
大きな歓声をあげていました。
　終わりに、冷えたスイカが振る舞われ、会場となった低温倉庫は、子供たちが走り回ったり、楽し
そうに笑ったりして賑やかな一日となりました。

読み聞かせ

ゃぐりん大会ち

紙コップで作る「紙コプター」の工作教室

○×クイズ

いみず野だより　４



「紙コプター」飛べ～

「おにぎらず」うま
い！

スイカおいしいね♥

５　いみず野だより

ニジマス
捕まえたよ～ !!



いみず野だより　６

正組合員数　　　　　　　　　　　5,419人
准組合員数　　　　　　　　　　　8,191人
みなさまの貯金高　　　　1,306億64百万円
みなさまへの貸出金　　　276億81百万円
長期共済保有高　　　　　       3,114億51百万円
購買品供給高　　　　　　　20億33百万円
販売品販売高　　　　　　　　2億45百万円

【協同の力  ＪＡいみず野概況】
　　　　　　　　　　　（平成29年７月末日） 役

員
会
だ
よ
り

◆
平
成
29
年
度
上
半
期
末
監
事
監
査
実
施
計
画
に
つ
い
て
◆

◆
協
議
事
項
◆

第
一
号
議
案　

平
成
29
年
産
米
Ｊ
Ａ
直
売
取
扱
い
数
量
に
つ
い
て（
案
）

第
二
号
議
案　

平
成
29
年
産
米
概
算
金
単
価
の
設
定
に
つ
い
て（
案
）

第
二
号
議
案　

大
口
貸
出
金
の
申
込
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、
七
月
末
実
績
報
告
に
つ
い
て

二
、
余
裕
金
運
用
計
画
（
第
３
四
半
期
）
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

－

第
15
回
定
例
理
事
会

－

日
時　

平
成
29
年
８
月
21
日
㈪

　
　
　

午
後
２
時
よ
り

場
所　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
３
階
大
ホ
ー
ル

JAいみず野 女性部

JAいみず野 0766-52-0368

ポイントカード

支 部

▲女性部ポイント
カード

女性部に加入しましょう！！

10 月13 日㈮
窓口ご来店感謝デー
年金友の会 会員の皆様へ

先着 50 名様にプレゼントを
ご用意しております。

※通帳のご呈示をお願い致します

～いみず野女性部では、部員促進運動に取り組んでいます～

■ポイントカード参加資格
 １. ＪＡ女性部員である
 ２. 新規で女性部加入した方
 ３. ママさん大学・視察研修等に参加
 ４. 集落座談会に参加（家庭菜園・エーコープ商品研修 等）
 ５. 各教室に参加
　　（料理・手芸・健康・フラワーアレンジメント・フレシュミズ）
 ６. 農業まつりにスタッフとして参加
 ７. ちゃぐりん大会・チャレンジ農業等参加
 ８. 高齢者福祉活動に参加（助け合い組織会員）
 ９. 県女性部行事に参加
10. 家の光年間購読・日本農業新聞年間購読
11. その他支部活動

※尚、今年度は、９月からの為、ポイント10個で粗品進呈と致します。

女性部に関するお問い合わせは、お近くの支店または、生産販売課（ＴＥＬ 52-0368）へ

「ポイントカード制」スタート
ＪＡ女性部 ふみだす勇気　学ぼう・伝えよう・地域とともに

　『特典』……ポイント２０個でエーコープ商品進呈

　　　　　　その他楽しみがいっぱい！！！！

　　　　　　女性部活動に参加したら１ポイント



疑
問
も
残
り
ま
し
た
。
私
の
祖
母
は
、

囲
炉
裏
の
火
の
事
を
「
火
さ
ま
」
と
呼

び
「
穂
の
神
様
」
を
特
に
大
切
に
し
て

い
ま
し
た
。
今
の
子
供
達
は
、
ガ
ス
レ

ン
ジ
の
炎
さ
え
見
な
い
家
庭
も
多
く
便

利
の
裏
に
寂
し
さ
も
感
じ
な
が
ら
志
賀

原
発
を
後
に
し
ま
し
た
。（
小
杉
支
部
）

●
第
17
回
親
子
の
集
い

　「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
大
会
」に
参
加
し
て

　

８
月
４
日（
金
）Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
小
杉

低
温
倉
庫
に
お
い
て
朝
早
く
か
ら
集
ま

り
『
ち
ゃ
ぐ
り
ん
大
会
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

副
組
合
長
の
渋
谷
忠
雄
さ
ん
か
ら
始

ま
り
、
女
性
部
長
の
河
岸
芳
美
さ
ん
の

挨
拶
や
営
農
部
長
の
炭
谷
一
三
さ
ん
の

Ｊ
Ａ
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
家
の
光
「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」

誌
を
配
布
し
、
そ
の
中
か
ら
、
読
み
聞

か
せ
・
○
×
ク
イ
ズ
を
し
、
工
作
（
紙

コ
プ
タ
ー
）
も
作
り
ま
し
た
。
紙
コ
プ

タ
ー
は
ど
こ
ま
で
高
く
飛
ば
せ
る
か
競

争
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
お
昼
に
は
、

手
で
握
ら
な
い
お
に
ぎ
り
の
「
お
に
ぎ

ら
ず
」
を
作
り
、
子
供
た
ち
は
、
ご
飯

に
い
ろ
ん
な
具
を
入
れ
塩
の
り
で
包
ん

で
美
味
し
く
食
べ
て
い
ま
し
た
。
午
後

か
ら
は
、
特
設
プ
ー
ル
に
て
、
丁
度
手

ご
ろ
な
大
き
さ
の
魚
の
つ
か
み
取
り
に

挑
戦
！
最
後
に
ス
イ
カ
を
食
べ
て
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
郷
支
部
）

●
小
杉
支
部
班
長
研
修
に
参
加
し
て

　

７
月
23
日（
日
）女
性
部
員
13
名
に
て
、

研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

天
候
は
、
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
ス
ギ
ヨ
フ
ァ
ー
ム
（
石
川
県
）

で
は
、
か
ま
ぼ
こ
の
事
し
か
知
ら
な
い

私
は
、
太
閤
山
ラ
ン
ド
程
の
広
さ
に
、

野
菜
、
果
物
を
作
っ
て
い
る
事
に
、
目

か
ら
う
ろ
こ
で
し
た
。
直
営
レ
ス
ト
ラ

ン
で
は
観
音
開
き
の
白
い
格
子
ガ
ラ
ス

戸
を
抜
け
広
い
バ
ル
コ
ニ
ー
で
の
食
事

も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

花
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
フ
ロ
ー
リ
イ
」

で
は
、
ま
さ
か
の
南
欧
の
風
漂
う
海
辺

の
香
り
、
５
百
種
を
超
え
る
草
花
が
、

四
季
折
々
に
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
と
の

事
で
し
た
。

　

最
後
は
、
志
賀
原
子
力
発
電
所
の
見

学
で
す
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
が
し
っ
か

り
し
て
い
る
事
を
何
度
も
説
明
さ
れ
ま

し
た
が
、
福
島
で
の
地
震
の
際
「
想
定

外
で
し
た
」
と
何
度
も
聞
い
た
私
に
は
、

●
わ
く
わ
く
セ
ミ
ナ
ー

　
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
講
座

　
黒
部
市
へ
体
験
学
習
ツ
ア
ー

　

８
月
19
日（
土
）フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
で

体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

富
山
湾
を
一
望
で
き
る
『
く
ろ
べ
牧

場
ま
き
ば
の
風
』
で
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
手

作
り
体
験
、『
宇
奈
月
麦
酒
館
』
で
ラ
ン

チ
バ
イ
キ
ン
グ
、
帰
り
は
『
四
十
物
こ

ん
ぶ
』
で
昆
布
に
つ
い
て
勉
強
し
と
ろ

ろ
昆
布
の
製
造
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
牧
場
を
元
気
に
走
り
回
り
、

か
わ
い
い
動
物
た
ち
と
た
く
さ
ん
ふ
れ

あ
い
ま
し
た
。
大
人
た
ち
も
自
然
の
空

気
を
い
っ
ぱ
い
吸
い
込
ん
で
、リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
ま
し
た
。

　

次
回
は
10
月
18
日（
水
）「
簡
単
な
小
物

づ
く
り
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
40
代

ま
で
の
女
性
の
み
な
さ
ん
、
私
た
ち
と

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
♪

今
後
の
行
事
予
定

９
月
14
日
㈭　

健
康
教
室

　
　

15
日
㈮　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
（
若
林
）

　
　

19
日
㈫　

助
け
合
い
組
織  

定
例
会

　
　

20
日
㈬　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
（
庄
東
）

　
　

22
日
㈮　

手
芸
教
室

　
　

26
日
㈫　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
（
稲
積
）

　
　

28
日
㈭　

朝
ご
は
ん
食
べ
よ
う
運
動

　
　

29
日
㈮　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
（
市
井
）

　
　

30
日
㈯　

チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
体
験

10
月
６
日
㈮　

料
理
教
室

　
　

11
日
㈬　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
（
坂
東
）

　
　
　
　
　
　

フ
ラ
ワ
ー
教
室

　
　

12
日
㈭　

健
康
教
室

　
　

13
日
㈮　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
（
生
源
寺
）

　
　

17
日
㈫　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
（
沖
）

　
　

18
日
㈬　

フ
レ
シ
ュ
ミ
ズ

　
　

22
日
㈰　

Ｊ
Ａ
女
性
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
庁
前
噴
水
公
園
）

　
　

27
日
㈮　

手
芸
教
室

　
　

31
日
㈫　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
（
上
条
）

▲ソーセージ手作り体験

▲くろべ牧場楽しかったよ♡

７　いみず野だより



ャ レ ン ジ 農 業 体 験 2017チ
第２回

　８月 20 日（日）、ＪＡいみず野青年部・女性部・
射水市農業再生協議会の主催による「チャレンジ
農業 2017」の２回目が開催され、市内の小学５・
６年生 14 名が参加しました。
　今回は、前回田植えをした田んぼアートとのご
対面です。すっかり生長した稲は、見事に大きな「山
盛りのごはん茶碗を持ったムズムズくん」の絵に
なっていました。どんな絵になるか楽しみにして
いた子供たちは、自分たちで植えた田んぼの絵に
感激した様子でした。田んぼアートの前で、ムズ
ムズくんと一緒に、みんなで記念撮影をしました。
（ＪＡいみず野ブログに写真掲載）
　今回のメインはねぎの収穫体験です。ＪＡ青年部
長の高木さんの畑で白ねぎの収穫を体験しました。
土に深く埋まったねぎの根をスコップで掘り切り、
折れないように丁寧に抜きます。「土が柔らかく

て、簡単に抜ける感覚がおもし
ろい」と、子供たちは楽しそう
にたくさん収穫しました。採っ
た白ねぎは、はさみで根を切り、皮むき機を使っ
て皮をむくと、真っ白できれいなねぎになります。
緑の頭を切りそろえて紫の結束テープで束ねると、
出荷されている富山の白ねぎになりました。
　また、子供たち一人一人、トラクターにも乗せ
てもらいました。道路とは違う圃場のでこぼこや、
高い座席、大きなハンドルに緊張しながらも興味
津々で、トラクターの働きなどについて学びました。
　終わりに女性部で作っていただいた昼食を食べ
て、農作業の疲れを癒しました。
　次回は９月 30日に田んぼアートの収穫体験を予
定しています。

いみず野だより　８

取扱期間：平成 29年８月７日～平成 31年３月 31日取扱期間：平成 29年８月７日～平成 31年３月 31日

ＪＡいみず野
直売所「菜っちゃん」で

ＪＡカードを
ご利用いただくと、

ご請求時に

ＪＡいみず野
直売所「菜っちゃん」で

ＪＡカードを
ご利用いただくと、

ご請求時に

～ ね ぎ 収 穫 体 験 ！ ～

子　供　農　業　体　験　教　室

割引対象の店舗はＷＥＢで
検 索
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